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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期連結
累計期間

第66期
第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

第66期
第２四半期連結
会計期間

第65期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,303,9894,128,7231,724,8942,085,2487,075,882

経常損失（△）（千円） △184,552△115,515△75,841 △84,191△255,851

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△271,055△139,678△162,370△94,315△423,915

純資産額（千円） － － 3,862,2043,541,2973,722,486

総資産額（千円） － － 7,413,3257,848,4807,801,838

１株当たり純資産額（円） － － 670.09 614.64 646.03

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△47.03 △24.24 △28.17 △16.37 △73.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 52.1 45.1 47.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
416,665△288,820 － － 457,991

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△61,910△139,702 － － △212,106

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△216,338 244,838 － － △20,272

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 691,088 592,360 777,654

従業員数（人） － － 304 306 294

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、1株当たり四半期（当期）純損失であり、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  　　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 306 (104)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（パートタイ

マー、嘱託社員を含む。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を(　　)外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 217 (58)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託社員を含

む。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を(　　)外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　前年同四半期比（％）

電線（千円） 997,320 －

ポリマテック（千円） 365,055 －

電熱線（千円） 145,880 －

  報告セグメント計（千円） 1,508,256 －

 その他（千円）　 4,046 －

合計（千円） 1,512,303 －

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製品・商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の製品・商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　前年同四半期比（％）

電線（千円） 95,509 －

ポリマテック（千円） 102,387 －

電熱線（千円） － －

　報告セグメント計（千円） 197,897 －

その他（千円） 7,486 －

合計（千円） 205,384 －

 　（注）１．金額は仕入価格によっております。

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）受注状況

１）電線は原則として見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

２）ポリマテック及び電熱線は受注生産を行っておりますが、受注から生産、出荷に至る期間はきわめて短期であ

り、受注残高も少額のため、受注実績の記載を省略しております。
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(4）販売実績

　当社グループの商品、製品の販売は、主に問屋、電材店、商社を通じて行うほか、ユーザーに直接販売しております。

当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　前年同四半期比（％）

電線（千円） 1,296,176 －

ポリマテック（千円） 591,485 －

電熱線（千円） 180,110 －

　報告セグメント計（千円） 2,067,772 －

その他（千円） 17,475 －

合計（千円） 2,085,248 －

  （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

泉州電業株式会社 259,037 15.0 354,454 17.0

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

(1)当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

(2)継続企業の前提に関する重要事象等について

  当社グループは、前事業年度におきまして重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上いたしました。

  当事業年度に入ってからも、第１四半期連結会計期間に続き当第２四半期連結会計期間においても、重要な営業

損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は

状況が生じております。

  

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1) 業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、個人消費の一時的増加を背景に前期に比べプラス成長となりま

したが、これまで景気回復の牽引役であった輸出がアジア向けを中心に減速し、その影響を受けて生産も弱含んでお

り、景気は足踏み状態となり厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループは顧客対応の充実を図り、販売量の確保に努めた結果、売上高は2,085百万円

（前年同期比20.9%増）となりました。

  利益面につきましては、生産性の改善や原価低減に取り組むとともに全社を挙げて費用の削減に努めましたが、営

業損失は69百万円（前年同期営業損失 91百万円）となりました。また、経常損失は84百万円（前年同期経常損失75

百万円）、四半期純損失は94百万円（前年同期四半期純損失162百万円）となりました。　

　　　セグメントの業績は次のとおりであります。

　　［電線］

　当事業の需要動向に影響の大きい設備投資と建築着工が回復基調で推移いたしましたが、主要な市場である建設

・電販向けの需要は、リーマンショック後の落ち込みから未だ回復には至らず、前年を下回る低調な動きとなりま

した。また、電線の主要原材料である銅の価格（建値）は７月初めトン当たり610千円であったものが９月末には

710千円と期中に100千円（16.4%）上昇しました。このような状況のもと、個別案件の獲得や顧客対応の充実に努め

た結果、販売量が前年を上回ったことなどから、売上高は1,296百万円となりました。

　利益面につきましては、適正な販売価格の維持と生産性の改善およびコストダウンに注力いたしましたが、需要量

が低迷している状況の中で価格競争が激化し、銅の価格上昇分を思うように販売価格へ転嫁できず利益が圧迫され

たことなどから、セグメント損失は38百万円となりました。

［ポリマテック］

　当事業に関係の深い住宅建設は持ち直しつつあり回復基調で推移する中、建材・住設分野などの既存顧客におけ

る新規案件の獲得などに注力した結果、売上高は591百万円となりました。

　利益面につきましては、効率性を追求した生産体制への移行による更なる固定費の削減などに取り組みましたが、

セグメント損失は14百万円となりました。　

［電熱線］

　当事業は、国内外の景気の回復基調を背景に、年明け以降売上が増加傾向に転じました。特に前年度買い控えてい

た海外ユーザーや国内産業機器メーカー等への販売が大きく伸長し、売上高は180百万円と大幅な増収となりまし

た。この結果、セグメント利益は9百万円となりました。　

［その他］

　その他に区分されている主要な商品である高機能チューブ関連の商品は、業務用プリンターの市況が回復基調で

推移したことなどにより、売上高は17百万円、セグメント損失は1百万円となりました。　
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(2) キャッシュ・フローの状況　

  当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純損失83百万円を計上いたしま

したが、短期借入金の純増加に対し、売上債権の増加、有形固定資産の取得による支出、仕入債務の減少等を総合し

592百万円となり、前連結会計年度末と比較して185百万円の減少となりました。

　　　　 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　　 　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、213百万円の使用（前年同四半期は119百万円の獲得）となりまし

た。これは主に、減価償却費48百万円（前年同四半期は59百万円）や賞与引当金の増加32百万円（前年同四半期

は18百万円の増加）等に対して、売上債権の増加160百万円（前年同四半期は8百万円の減少）や税金等調整前四

半期純損失83百万円（前年同四半期は158百万円の損失）、たな卸資産の増加38百万円（前年同四半期は36百万

円の減少）等によるものであります。         　

     　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、51百万円の使用（前年同四半期は20百万円の使用）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出49百万円（前年同四半期は25百万円の支出）等によるものでありま

す。　　

　     （財務活動によるキャッシュ・フロー）

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、166百万円の獲得（前年同四半期は43百万円の使用）となりまし

た。これは主に、短期借入金の純増加額250百万円（前年同四半期は50百万円の純増加）に対し、長期借入金の返

済による支出82百万円（前年同四半期は90百万円の支出）等によるものであります。　　　　　　

　

　　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　      当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　(4) 研究開発活動　

  当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、12百万円であります。

  なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 重要事象等を解消するための対応策について

  当社グループは当第２四半期連結会計期間において、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事

象又は状況が依然生じております。

  当社グループは、このような事象等を解消するため、平成２１年６月に中期経営計画を策定し、事業構造の多様化

と多角化を推進することにより売上高の回復・伸長を図り、コストダウンにより損益を改善するなどの基本戦略を

推進しております。また平成２２年７月１日に組織改革を行い、戦略遂行力を強め全社の効率化を高めることによ

り、損益および財務体質の改善を図ってまいります。また、経営環境が正常化することで、継続企業の前提に関する

重要な不確実性は認められないものと判断しております。

　当該重要事象等を解消し、または改善するための対策については、既に実施済みのものも含めて次の通りです。

  (a)売上高の回復・伸長

①価格競争により低下し過ぎた電線の価格を、適正な価格で販売することに重点を置き、利益率の改善に努めま

す。

②主力製品である電線の一部を海外で生産することによりコスト競争力を強め、包装形態の改良による差別化

により商品力を高めシェアアップを図ります。

③需要が見込まれるタイに子会社を設立し、平成２２年の９月から製造・販売を開始いたしました。計画通り販

売を伸ばし、早期の利益貢献を目指します。

④産業車輌大手メーカーに納入を開始したＬＥＤライトを同業種他社に展開し、販路を拡大することにより、売

上高の伸長を図ります。　
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  (b)コストダウン

①原材料を集中購買することや新たにサプライヤーの開拓などにより、更なるコストダウンを図っておりま

す。

②海外子会社は、現地での購買を基本とし、多様な購買を企画しコストダウンを図ってまいります。

③人件費については、役員報酬の削減、執行役員と管理職の給与削減と賞与の減額を継続実施しております。

④業務の効率化と経費などの調達方法の多様化や調達先の選別により、経費の見直しを図りコスト削減を推進

しております。

⑤将来の物流構想を明確にし、物流コストの削減に取り組んでまいります。

　

  (c)財務基盤の改善

  採算性の改善や人件費等の固定費削減、物流コストの削減、売上債権の早期回収の推進、たな卸資産の圧縮を

図るなど、財務体質の強化に努めております。資金繰りにおいては担保余力があり、金融機関からの資金調達は

支障はないものと判断しております。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設は次のとおりです。　

会社名
事業所名

所在地
セグメン
トの名称

設備の内容
投資予定金額

資金調
達方法

着手及び完了予定
年月 完成後

の増加
能力

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

MITSUBOSHI

THAI CO.,

LTD.

タイ王国

アユタヤ

県

ポリマ

テック

合成樹脂

生産設備　
29　

      11

　
借入金

平成22年

７月

平成22年

11月

30t/年

増加　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,333,276 6,333,276

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 6,333,276 6,333,276 － －

（注）　第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱであります。

　　　　なお、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱは、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、新たに開設さ

れた同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）であります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～
平成22年９月30日

－ 6,333,276 － 1,136,518 － 1,133,596
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社ツカモト 兵庫県西宮市美作町８－20　 570 9.00

スリースター有限会社　 大阪市天王寺区上本町５－３－16　 473 7.47

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　 東京都千代田区丸の内２－７－１　 284 4.50

三ッ星従業員持株会　 大阪市天王寺区上本町５－３－16　 235 3.72

津田電線株式会社　 京都市東山区問屋町通正面上ル鍵屋町485　 193 3.05

塚本　一男　 神戸市北区　 185 2.93

中央三井信託銀行株式会社　

(常任代理人　日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社)　

東京都港区芝３－33－１　

(東京都中央区晴海１－８－11)
147 2.32

大崎　元子　 京都市東山区　 118 1.87

西崎　ひとみ

(常任代理人　塚本　一男)

アメリカ合衆国　カリフォルニア州

(神戸市北区)　　
115 1.82

株式会社大電社　 大阪市浪速区日本橋西１－６－17 109 1.72

計 － 2,431 38.40

　（注）上記のほか、自己株式が571千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   571,000　　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,703,000　 5,703 －

単元未満株式 普通株式    59,276　　 － －

発行済株式総数 6,333,276 － －

総株主の議決権 － 5,703 －

　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社三ッ星
大阪市天王寺区上本

町五丁目３番16号
571,000     － 571,000 9.02

計 － 571,000     － 571,000 9.02

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 159 150 128 136 128 129

最低（円） 128 130 113 118 118 120

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日
取締役社長
（代表取締役）
　

経営企画部担任
取締役社長
（代表取締役）
　

経営企画部担任兼海
外事業推進室担任　

塚本　聡一郎 平成22年７月１日

取締役 営業本部長 取締役
ポリマテック事業部
長

加賀山　茂 平成22年７月１日

取締役
生産本部長兼生
産本部設備技術
部長

取締役 生産技術部長 山本　康弘 平成22年７月１日

取締役 品質保証部長 取締役 電線事業部長 西田　隆 平成22年７月１日

　（注）執行役員の異動は次のとおりであります。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

執行役員　
生産本部ポリマ
テック製造部長

執行役員　
ポリマテック事業部
製造部長　

小寺　孝典 平成22年７月１日

執行役員 営業本部付 執行役員 電線事業部営業部長 竹内　東明 平成22年７月１日

執行役員
生産本部電線製造
部長

執行役員 電線事業部製造部長 辻本　恒一 平成22年７月１日

執行役員
営業本部営業管理
部長

執行役員 電線事業部企画部長 福田　茂博 平成22年７月１日

執行役員　 営業本部付 執行役員
電線事業部技術営業
部長

矢野　勉 平成22年７月１日

執行役員　 社長付 執行役員 営業本部付 矢野　勉 平成22年11月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第２四半期連結会計期間（平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表については東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 592,360 777,654

受取手形及び売掛金 2,692,094 2,456,510

商品及び製品 702,202 742,295

仕掛品 205,411 175,939

原材料及び貯蔵品 248,087 227,067

その他 51,671 73,004

貸倒引当金 △2,438 △3,903

流動資産合計 4,489,389 4,448,569

固定資産

有形固定資産

土地 1,942,140 1,943,922

その他（純額） ※1
 1,077,200

※1
 1,023,838

有形固定資産合計 3,019,341 2,967,761

無形固定資産 14,163 14,745

投資その他の資産

投資有価証券 272,374 314,360

その他 74,153 86,390

貸倒引当金 △20,941 △29,987

投資その他の資産合計 325,586 370,762

固定資産合計 3,359,091 3,353,269

資産合計 7,848,480 7,801,838

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,085,174 1,143,425

短期借入金 1,430,000 1,220,000

未払法人税等 27,389 30,091

未払費用 23,996 17,973

賞与引当金 47,057 9,000

その他 463,057 461,232

流動負債合計 3,076,674 2,881,723

固定負債

長期借入金 755,601 721,785

退職給付引当金 196,211 175,726

役員退職慰労引当金 267,023 271,691

その他 11,671 28,425

固定負債合計 1,230,508 1,197,628

負債合計 4,307,182 4,079,351
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,136,518 1,136,518

資本剰余金 1,133,596 1,133,596

利益剰余金 1,414,065 1,553,744

自己株式 △141,647 △141,576

株主資本合計 3,542,533 3,682,282

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 830 27,561

為替換算調整勘定 △2,065 12,642

評価・換算差額等合計 △1,235 40,204

純資産合計 3,541,297 3,722,486

負債純資産合計 7,848,480 7,801,838
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,303,989 4,128,723

売上原価 2,685,119 3,411,112

売上総利益 618,869 717,611

販売費及び一般管理費 ※
 850,334

※
 837,814

営業損失（△） △231,464 △120,203

営業外収益

受取利息 249 186

受取配当金 5,070 4,503

受取家賃 7,045 6,789

仕入割引 4,129 6,237

為替差益 11,231 －

助成金収入 31,202 8,422

その他 5,942 3,230

営業外収益合計 64,872 29,369

営業外費用

支払利息 13,143 15,552

売上割引 3,551 4,815

貸倒引当金繰入額 550 －

為替差損 － 4,312

その他 714 0

営業外費用合計 17,959 24,681

経常損失（△） △184,552 △115,515

特別利益

貸倒引当金戻入額 860 604

投資有価証券売却益 1,989 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 484

保険差益 9,582 －

特別利益合計 12,431 1,088

特別損失

固定資産除却損 2,096 72

会員権評価損 － 1,304

貸倒引当金繰入額 － 950

減損損失 82,977 －

特別損失合計 85,074 2,327

税金等調整前四半期純損失（△） △257,194 △116,754

法人税、住民税及び事業税 15,891 23,322

法人税等還付税額 △18,766 －

法人税等調整額 16,735 △398

法人税等合計 13,861 22,924

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △139,678

四半期純損失（△） △271,055 △139,678
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,724,894 2,085,248

売上原価 1,405,103 1,724,159

売上総利益 319,791 361,088

販売費及び一般管理費 ※
 411,431

※
 430,401

営業損失（△） △91,640 △69,312

営業外収益

受取利息 136 84

受取配当金 720 1,022

受取家賃 3,498 3,395

仕入割引 2,149 3,134

助成金収入 15,451 3,776

その他 2,691 2,174

営業外収益合計 24,648 13,587

営業外費用

支払利息 6,400 7,768

売上割引 1,576 2,435

為替差損 566 18,261

その他 307 0

営業外費用合計 8,850 28,466

経常損失（△） △75,841 △84,191

特別利益

貸倒引当金戻入額 13 598

投資有価証券売却益 1,989 －

特別利益合計 2,002 598

特別損失

固定資産除却損 1,300 72

減損損失 82,977 －

特別損失合計 84,277 72

税金等調整前四半期純損失（△） △158,117 △83,666

法人税、住民税及び事業税 3,081 9,567

法人税等還付税額 △18,766 －

法人税等調整額 19,938 1,082

法人税等合計 4,253 10,649

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △94,315

四半期純損失（△） △162,370 △94,315

EDINET提出書類

株式会社三ッ星(E01351)

四半期報告書

18/28



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △257,194 △116,754

減価償却費 117,657 92,002

減損損失 82,977 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △255 △10,511

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,030 38,057

受取利息及び受取配当金 △5,319 △4,689

支払利息 13,143 15,552

売上債権の増減額（△は増加） 439,810 △235,150

たな卸資産の増減額（△は増加） 55,354 △11,521

仕入債務の増減額（△は減少） △52,798 △57,964

未払費用の増減額（△は減少） 5,775 6,091

その他 △32,115 35,279

小計 393,065 △249,608

利息及び配当金の受取額 5,277 4,689

利息の支払額 △13,111 △15,768

法人税等の還付額 42,958 －

法人税等の支払額 △11,524 △28,133

営業活動によるキャッシュ・フロー 416,665 △288,820

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △65,099 △136,232

投資有価証券の取得による支出 △3,313 △3,107

投資有価証券の売却による収入 6,503 －

その他 － △362

投資活動によるキャッシュ・フロー △61,910 △139,702

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000 210,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △181,932 △162,026

配当金の支払額 △239 △189

その他 △4,167 △2,945

財務活動によるキャッシュ・フロー △216,338 244,838

現金及び現金同等物に係る換算差額 405 △1,609

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 138,822 △185,293

現金及び現金同等物の期首残高 552,265 777,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 691,088

※
 592,360
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する

事項の変更

　　　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期

純損失に与える影響は軽微であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,177,199千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,098,776千円で

あります。

２　受取手形裏書譲渡高 21,027千円 ２　受取手形裏書譲渡高 9,966千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　　給与手当 268,616千円

　　荷造運搬費 157,436千円

　　賞与引当金繰入額 41,639千円　

　　退職給付費用 37,346千円　

　  役員退職慰労引当金繰入額 8,586千円　

　　貸倒引当金繰入額 54千円　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　　給与手当 271,434千円

　　荷造運搬費 177,257千円

　　賞与引当金繰入額 21,313千円　

　　退職給付費用 31,746千円　

　  役員退職慰労引当金繰入額 7,978千円　

　　貸倒引当金繰入額 137千円　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　　給与手当 135,441千円

　　荷造運搬費 81,581千円

    退職給付費用 19,032千円　

　　賞与引当金繰入額 9,613千円　

    役員退職慰労引当金繰入額 4,173千円　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　　給与手当 136,016千円

　　荷造運搬費 90,018千円

    賞与引当金繰入額 19,633千円　

　　退職給付費用 15,933千円　

    役員退職慰労引当金繰入額 4,096千円　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 691,088

　預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
－

　現金及び現金同等物 691,088

　

 （千円）

　現金及び預金勘定 592,360

　預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
－

　現金及び現金同等物 592,360
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　　　　　普通株式　　　　6,333,276株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　        571,664株

３．配当に関する事項

　配当金支払額

　　　　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
電線事業
（千円）

ポリマテッ
ク事業
（千円）

電熱線事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,045,055560,857118,9811,724,894 － 1,724,894

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 863 － 863 △863 －

計 1,045,055561,721118,9811,725,758△863 1,724,894

営業利益（又は営業損失） △59,206△13,343△5,832△78,382△13,258△91,640

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
電線事業
（千円）

ポリマテッ
ク事業
（千円）

電熱線事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,971,2731,099,058233,6583,303,989 － 3,303,989

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 1,235 － 1,235 △1,235 －

計 1,971,2731,100,293233,6583,305,225△1,2353,303,989

営業利益（又は営業損失） △139,676△51,149△12,150△202,976△28,488△231,464

 （注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

 　　　２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

電線事業

天然ゴムキャブタイヤケーブル、合成ゴムキャブタイヤ

ケーブル、架橋ポリエチレンケーブル、溶接用ケーブル、

制御用ケーブル、プラスチックキャブタイヤケーブル、

プラスチックコード、その他 

ポリマテック事業
硬質押出成形品、軟質押出成形品、高機能特殊チューブ、

その他 

電熱線事業 電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯、その他

　

EDINET提出書類

株式会社三ッ星(E01351)

四半期報告書

22/28



【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　　

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

　 当社グループは、取り扱う製品毎について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開してお

ります。

　したがって、当社グループは製品別のセグメントから構成されており、「電線」、「ポリマテック」及び

「電熱線」の３つを報告セグメントとしております。

　「電線」はゴム電線及びプラスチック電線を生産しております。「ポリマテック」は、合成樹脂異形押出品

等を生産しております。「電熱線」は、電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯等を生産しております。　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　（単位：千円） 

 
報告セグメント　 その他

（注）　
合計

電線 ポリマテック 電熱線 計

 売上高       

　外部顧客への売上高
  

2,523,364
 1,156,719

    

414,741
 4,094,826    33,896  4,128,723

　セグメント間の内部売上高

又は振替高
174 － － 174   2,682    2,856

　　計 2,523,5381,156,719414,7414,095,000  36,579  4,131,579

セグメント利益又は損失

（△）　
 △93,652 △2,775  26,501 △69,926 △5,215 △75,141
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　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　（単位：千円） 

 
報告セグメント　 その他

（注）　
合計

電線 ポリマテック 電熱線 計

 売上高       

　外部顧客への売上高
  

1,296,176

    

591,485

    

180,110
2,067,772    17,475  2,085,248

　セグメント間の内部売上高

又は振替高
174 － － 174   2,682    2,856

　　計 1,296,350591,485180,1102,067,946  20,158  2,088,104

セグメント利益又は損失

（△）　
 △38,540 △14,888  9,557 △43,871 △1,773 △45,645

　         （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていないセグメントであり、高機能チューブ関連商品、Ｌ

ＥＤ関連商品、海外向け商品、賃貸事業等を含んでおります。

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

    当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　（単位：千円）　　

利益 金額

報告セグメント計 △69,926

「その他」の区分の利益 △5,215

全社費用（注） △45,061

四半期連結損益計算書の営業損失 △120,203

         当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　（単位：千円）　　

利益 金額

報告セグメント計 △43,871

「その他」の区分の利益 △1,773

全社費用（注） △23,666

四半期連結損益計算書の営業損失 △69,312

　　　 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

　（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。　

　

EDINET提出書類

株式会社三ッ星(E01351)

四半期報告書

24/28



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 614.64円 １株当たり純資産額 646.03円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △47.03円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △24.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） △271,055 △139,678

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △271,055 △139,678

期中平均株式数（千株） 5,763 5,761

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △28.17円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △16.37円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） △162,370 △94,315

普通株主に帰属しない金額（千円）  － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △162,370 △94,315

期中平均株式数（千株） 5,763 5,761

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

株式会社三ッ星

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員 

業務執行社員
 公認会計士 堤　　佳史　　印

 
指定有限責任社員 

業務執行社員
 公認会計士 中田　　明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三ッ星の平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三ッ星及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月８日

株式会社三ッ星

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員 
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　　眞治　　印

 
指定社員 
業務執行社員

 公認会計士 鎌田　　修誠　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三ッ星の平

成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三ッ星及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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